備考：本稿はオリジナルの文章です。日本語の文法や表現の一部については、AIを用いて修正を行いました。
投稿規定に適合しているか不明のため、その点ご理解くださいますようお願いいたします。

「天からの贈り物」
みなさん、「愛の5つの言語」をご存じでしょうか。
あなたはそのテストを受けたことがありますか？　どのタイプでしょう？
私は「贈り物（ギフト）」のタイプです。
親友にプレゼントを贈ることが好きで、会社勤めの頃は「センスがいい」と言われ、新人歓迎や送別の品の相談をよく受けていました。
自分自身も多くの贈り物をいただきましたが、その中でも特に印象に残っているのは、10数年前、上司からいただいた英語版の聖書です。彼はクリスチャンで、自分が使っていた聖書を私に託してくれました。競争の激しい職場の中で、彼はいつも穏やかで、公平で、誰に対しても温かい人でした。今振り返ると、それは神の平安が彼のうちにあったからに違いありません。
聖書とともに受け取ったのは、彼の中に満ちていた愛と平和の香りでした。
その後、私自身もクリスチャンとなり、さまざまな聖書をいただきました。
職場用の聖書、注解版、ヘブライ語聖書、ギリシャ語聖書――読み進むほどに御言葉への愛が深まっていきました。
愛と平和、公平と聖潔、知恵と力――そのすべてが御言葉の中にあります。
御言葉の賛美歌を歌いつつ歩まん～ハレルヤ！ハレルヤ！　主にある毎日を心から楽しんでいます。
昨年会社を離れたとき、私はチームメンバーに聖書を贈りました。愛といのちを分かち合いたかったからです。
そしてこの夏、久しぶりに海外に住む高校時代の友人たちが子ども達の夏休みに合わせて帰国し、先生方も交えて同窓会を開きました。
ドイツ、アメリカ、カナダへ帰っていく彼らと、次にいつ会えるかわかりません。
「何か母国らしい特別な贈り物を渡したい」と考え、私の心に浮かんだのは――聖書でした。
なぜなら、私の母国では数年前から聖書が「禁書」とされ、一般の書店やネットでは販売されなくなったからです。
政府公認の教会でしか購入できません。
ですから私は、あえてその教会に行き、この「母国での禁書」であり、世界で最も読まれている「ベストセラー」の母国語版を贈り物として選びました。
同窓会の席では、友人も先生方も興味深く福音の話を聞き、先生の奥様はその場で信仰を告白されました。
それは何よりの喜びでした。
今も彼らがそれぞれの国に帰ってからも連絡を取り合い、いつの日か、天からの真の贈り物――御子イエス・キリスト――を受け入れるようにと祈り続けています。
「神は、その独り子をお与えになったほどに、世を愛された。
それは御子を信じる者が一人も滅びないで、永遠の命を得るためである。」（ヨハネ3:16）
神の愛はアガペーの愛――「5つの愛の言語」では言い尽くせない、無限の愛です。
その愛の言葉、いのちの言葉を集めた聖書こそ、世界一の贈り物にほかなりません。
これからも、この贈り物を多くの人にもっと送りたい、伝えたい、届けたい、――そう願って歩んでいきます。
